
苛酷な環境で
生き残るために
製造実行システム(MES)が消費材製造の
新たなレシピを提供します



かつてのように、限られた種類の製品をひたすら作り続ける時代は
終わりました。顧客の要求幅はどんどん広がり、ニッチなハイエン
ドな商品から、100円ショップやスーパーで売られるようなローエン
ドの商品まで、物量も価格帯もまったくばらばらです。

また、競争環境もこれまでとは違います。業界大手が独占的に支配
してきた市場は、有象無象の新興企業やオンラインショップ、プラ
イベートブランド商品などに侵食されてしまいました。

このような厳しい環境下で消費材メーカとして生き残っていく為に
は、以下のような取り組みが必須と考えます。

• 世界中どこでも同じ品質を確保

• 材料及び製品コストの管理徹底

• 商品の市場投入をスピードアップ

• 市場ニーズへの迅速な対応

• 各種規制遵守の徹底

新しい
市場環境
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成功へのレシピ
変化への対応  
日々刻々と変化する市場はコントロールできませんが、その変化にどう対
応するかはコントロールできます。幅広い製品群を世界中の顧客にいち早
く届けるためには、製造から包装、サプライチェーンに到るまですべてを
効率化しなければなりません。だからこそ、かつてないほどにMESが注目
を集めているのです。

MESが進化をサポート 
まだ紙ベースのデータ管理をされてませんか？最新のMESを導入すること
で、生産に掛かる情報をより早く、そしてより細かいレベルで確認する事
が出来ます。また、他の基幹システムと連携させることで、そうしたデー
タがよりハイレベルな"情報"へと進化し、社内だけでなく外部サプライ
チェーンにも価値を提供します。例えば、最終製品からその製造に使われ
た原材料のベンダや購入時の品質情報までトラッキングできるとしたら、
不具合発生時の対応リスクを最小限に食い止めることができるかも知れま
せん。また、MESは製造の入り口から出口までをエンド・ツー・エンドで
管理できますので、製造オペレーションの弛みない改善をフルにサポート
します。

 "高まる品質へのプレッシャー
から、モノづくりには今、予測
に基づいた最適化によって設備
稼働の最大化と原材料ロスの最
小化が求められています”

アクセンチュア社のテクノロジー
ビジョンから抜粋

18% 12% 10%

製造コストを
削減 

歩留まりを
改善

製造ロスを
改善 

UP TO UP TO UP TO
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製造及びサプライチェーンのデータトラッキングができるため、
何か品質問題が起きたときでもすぐにどこに問題があったかを把
握することができます。また、どの部分で不具合が起きたのか、
その影響を受けた不具合品が今どこにあるのかも同時にトラッキ
ングすることも可能です。

均一な品質を保つということは、常に同
じ満足を顧客に提供することを意味しま
す。品質に何か問題が起きたとき、もし
くはそのような風評が起きたとき、あっ
という間に代替商品が生まれ市場を奪っ
ていきます。それもこれまでよりも低価
格で。

消費材メーカは、様々な拠点で製品を製造する
ことが今や当たり前となっています。その拠点
ごとに原材料を調達し、それでいてどこでも同
じ品質の製品を提供提供しなければなりませ
ん。

品質プログラムの改善

MESを活用した品質プログラム

1

2

3

”今や消費者は、オリジナル
ブランドとプライベートブ
ランドの区別すらしなくな
りました。”

— Store Brand or National Brand?, Hartman Group

まずMESは歩留まり改善の効果的な実行をサポートします。
製品の品質チェックを管理する機能を活用することで、万一
製品不良が起きた場合にも、速やかに状況を察知し後に作り
出される製品への影響を最小限に食い止めることができます。

MESは、より確実で正確な品質管理プログラムをサポートしま
す。各種品質テストの記録はもちろん、テスト方法から細かいテ
スト結果、そして数値化されたテストレポートに至るまであらゆ
る側面でサポートします。

MESは、以下の3つの観点から品質改善に貢献します
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MESのコスト管理
材料コストやエネルギーコストが上がった
からと言って、それを安易に製品価格に転
嫁することは許されません。また、非効率
なモノづくりや原材料利用は無駄な廃棄を
生み出します。

保有するリソースを最大限に活用し、廃棄や
非効率を減らし、生産コストを減らす努力を
行う必要があります。そうして削減されたコ
ストは価格競争力の余力へと繋がり、また更
に効率よい製造への投資に結びつくのです。

MESは、製造にかかるあらゆるコストデータ
の管理を通じて、原材料の受け入れから最終
製品の提供まで、効率の良いモノづくりをサ
ポートします。

流れるような
レポーティング

MESに集められた
データを基に、

1. 製造過程ごとのコスト
を比較してみよう

2. 製品ごとにその間接費を
比較してみよう

3. どこに改善予知がある
かを検証しよう

在庫管理やその他レポー
ティングを、紙ベースの
システムからMESの電子
化システムに変えましょ
う。そうすることで、レ
ポート作成にｎかかる手
間と人件費を削減でき、
レポートの正確性を向上
させ、ヒューマンエラー
のリスクを無くします。

材料のロットや仕掛品の管理
を改善することで、より正確
な最終在庫の管理が可能にな
ります。材料の状況をリアル
タイムに管理でき、より新鮮
な原材料の利用と無駄な廃棄
をなくすことができます。

設備の稼動率、労働力の
利用率、そしてエネル
ギー消費に関するデータ
を集め、改善予の余地を
探しましょう。コスト管
理プログラムの継続的な
改善に結びつきます。

在庫管理の
改善

製造コストの
比較

効率の
最大化
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市場の変化に迅速に対応
市場ニーズの変化によって、SKUの増大と素早
い製品投入が必要になります。市場ニーズの変
化に付いていけなくなったとき、顧客からの信
用を失い競合に取って代わられます。市場から
の退場宣告といっても良いでしょう。

MESは、市場のニーズに合わせた迅速な製造の切り替え
と製造の優先順位付けをサポートします。マスターレシ
ピから今製造が必要な製品を見つけ、その製造に必要な
製造プロセスを割り出し実行する、その一連の流れを
MESがサポートし、スピーディでアジャイルなモノづく
りに貢献します。

更に、他の基幹システムと繋げることで、市場のニーズ
にマッチした製品提供をさらに強力にバックアップする
ことができます。例えば、製品へのオーダー情報をMES
に流すことで、MESはそれに必要なモノづくりの準備を
次移動的に始めますし、製造に必要な材料の情報を基幹
システムにフィードバックすることで、基幹システムが
自動的にその材料の発注処理を行います。

製造管理系ソフトのどの機能が
一番のカギだと思われますか？？

製造実行管理

分析

% は複数回答によるものです

品質管理

データ収集と
レポーティング

リアルタイムな
パフォーマンス管理

OEE

33%

22% 20% 20%

33% 33%
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より強靭なサプライチェーン
変化がめまぐるしい昨今、製造とサプライチェーンの断絶は
致命的です。MESが基点となって双方を結び、データに裏打
ちされたオペレーションおよびその結果として生産性と利益の
向上をサポートします。

オペレーションを繋ぐ
他のシステムとの連携のためのゲートウェイ機能を持つMESが
あれば、生産システムと基幹システムそしてサプライチェーンを
繋ぎ、シームレスで 効果的なトランザクションを実現します。

サプライチェーンとの連携を強化 
MESには、工場設備のスケジューリング及び制御、原材料から最終製品
のトラッキング、製造現場の生データの収集といった機能が備わって
おり、サプライチェーンに影響するような事象の察知にも大きく貢献し
ます。

優れたトレーサビリティ 
ロックウェルのMESにロックウェルのシーケンサを繋げることで、
強固なトレーサビリティ及びシリアライザーションの土台となり、
食品安全上のトラブルの回避に貢献できます。また、単なるトレー
サビリティにとどまらず、製品リコールやターゲットを絞った宣伝
活動にも役立つかも知れません。

 "FSMA(食品安全強化法)
ではいかなる不純物も許容
されていません。原材料
から製品配送まですべてを
管理している必要があるの
です。 ”

— Six Tips for Complying with Food Safety                
Requirements,  Automation World
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コンプライアンス遵守
品質マネジャたちは、工場のオペレータが適切に検査を実
施し、正しい結果が得られ、万一テストに不適合であれば
適切な処置が取られたかを常に徹底しておく必要がありま
す。同時に、不適合事象発生の場合には、膨大な量の関連
法規文書を読んで対処する必要があります。

MESの品質管理機能
製造現場から見たとき、MESが関連法規文書と上手く連携してい
たらこんな嬉しさがあります。

• オペレータは必要なときに必要なテストを行うようMESから指
示をもらうことができます

• テスト結果を、製造データと紐付けてプロセスオーダーごとに管理
することができます。

また、テスト結果を特定の時間単位で確認することができるため、何
が原因でテスト結果が悪かったのかを素早く把握することができま
す。詳細な情報はダッシュボードの形で配信されるので、不適合の原
因究明と素早い処置の実行が可能になるのです。
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ロックウェル･オートメーション
に是非ご相談下さい
品質と安全の向上、コンプライアンスの遵守、そして製品の市場投入時間の短縮。どれも、
紙ベースのシステムからMESに移行すれば実現可能なゴールです。今や消費材メーカの多
くが、バラバラにサイロ化された生産システムから統合された生産システムへと軸足を変え
ている中、データ収集・データ活用の基点としてMESへの期待は高まるばかりです。

https://www.rockwellautomation.com/global/about-us/contact/overview.page
https://www.rockwellautomation.com/global/about-us/contact/overview.page
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